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基本方針策定 基本計画策定

民間事業者のリストアップ

HPにて事業者募集など

市民・利用者・事業者を中心にワークショップ
グループを組織
・中央公園で何をやりたいのか
・それに必要なコトやモノを整理する
・合意形成を図る

公園に必要な機能
公園の施設配置
公園の再配備の方法など

キックオフイベント
30～60 人

15~30 人
整備WS 整備WS 整備WS

市民・市民団体のリストアップ

利活用推進の仕組み・プロセス検討

市民アンケート

合意形成

プレイヤー
ヒアリング

プレイヤー
ヒアリング

全体

全体
ハード
整備

民間活力
導入検討

市民参加

全体
ハード
整備

民間活力
導入検討

市民参加

民活導入

●大まかな流れ

市民参加

全体

民活導入

市民参加

基本設計・実施設計

令和 4年（2022） 令和 5年（2023）

※令和 5 年度以降のスケジュールは現時点の想定であり、変更の可能性があります。

令和 6年（2024） 令和 7年（2025） 令和 8年
（2026）

令和 3年（2021）

ワークショップ 組織づくり
ルールを整え、利用を促進

ソフトが充実・民間施設設置
の機運の高まり

HPで中央公園への民間活力
導入検討事業者を公募

Park-PFI 制度等による整備 開園

プレイヤーヒアリング

市民ヒアリング

基本方針 基本計画

●ハード整備

基本計画で定められた整備手法に基づいて、ハード整備のための準備を進めます。
※想定されるスケジュール
R6年　基本設計・実施設計
R7年　工事
R8年　開園

●公園整備に民間活力を導入するための事業者の募集

基本計画において利用者の利便性の向上や、より魅力的な公園にする
ために、民間施設を設置することが決まった場合、基本計画に沿った
施設の設置が可能な事業者を公募します。

●基本計画にあった中央公園の活用を目指し、公園の運営方法やルールなどの検討

例：パークマネジメント協定　
「行政だけでなく、周りに住んでいる人や公園をつかう人が中心となって公園という場所を上手に使用していく仕
組み」で本市でもH30 年度（2019）にパークマネジメントプランが策定され、豊町公園や門池公園で導入され
ています。
公園整備後の管理・運営手法によっては公園利用者などで公園をよりよく運営していくための組織を立ち上げ、
市とパークマネジメント協定を締結することで中央公園のルールを作っていくという手法も考えられます。

公募内容の検討
公募要項の作成

サウンディング
調査 公募 計画・設計 工事協定

　２章で公園の整備方法の事例を挙げていますが、公園整備から、その後の管理・運営までを一体となって民間事
業者が携わる Park-PFI 制度や、基礎的な改修をまずは行い、その後の活用状況に応じて、さらなる整備を行うハー
フメイド方式など、整備方法によって、スケジュールも変化していきます。
　具体的にどのような整備手法になるかは、今後の検討次第ですが、令和４年に中央公園再整備のための「基本計画」
を策定し、令和８年頃に公園の供用開始を目指し、事業を進めていく予定です。

5 章　実現に向けて

市民や民間事業者と丁寧に議論をしながら
進めます

5-1　事業全体の進め方
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